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令和３年３月１７日に「ゼロカーボンシティ長崎」を宣言し、今後脱炭素社会に向けての対策を着実に進めていくに
あたり、市民、事業者、行政が一丸となって更なる実効性のある取り組みを加速することとしている。

しかし、市民意識調査において「長崎市地球温暖化対策実行計画」を知っている人の割合が1.4％と低く、さらに、
高校生・大学生を対象としたアンケートにおいて「長崎市がゼロカーボンシティ宣言したこと」を知っている人の割合
が15％と低い状況であり、行動変容に向けてはさらなる周知の充実が必要である。

１ 現状と課題

「ゼロカーボンシティ長崎」実現に向けての取組み
を知ってもらうための玄関口として、「ゼロカーボンシ
ティ長崎」宣言の日である３月１７日にポータルサイト
を開設し、市民・事業者の参加を促すＰＲ動画等と併
せて周知を図る。

さらに、ポータルサイトにて市民参加型の仕組みづ
くりを行うことで、周知だけでなく市民の行動が変容
することを目的とする。

３ 事業内容

１ 「ゼロカーボンシティ長崎」ＰＲ事業 ６,６６１千円

（１）PRに資する取り組み（PR動画の作成等） ５,３１９千円

（２）ポータルサイトの作成 １,３４２千円

２ 公用ごみ収集車２台のラッピング ６９３千円

２ 事業概要

「ゼロカーボンシティ長崎」のロゴマーク

予算説明書
事 業 名 補正額

ページ 款 項 目 番号

34 ～ 35 ４
衛生費

１
保健衛生費

９
環境対策費 1 - 1 地球温暖化対策市民運動推進費

千円
７,３５４
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事 業 費

財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

千円
７,３５４

千円
－

千円
－

千円
－

千円
－

千円
７,３５４

４ スケジュール

７～９月 10～12月 １～３月

プロポーザル

契約期間

PR動画作成

ポータルサイト開設

ラッピング施行

５ 財源内訳
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R5年度（1年目） R6年度（2年目） R7年度（3年目） R8年度（4年目）

定着基盤（基礎）強化 更に拡大周知媒体の充実 定着に向けて加速

発信(意識醸成)

・ポータルサイト作成
・ＰＲ動画等作成

【継続】
（ 等）
・広報ながさき（ちょこっとゼロカーボン）
への掲載【継続】

○賛同事業者の参画
・ゼロカーボンシティ認定制度【新規】
⇒賛同事業者へロゴ、ポスター及びステ
ッカーの配布、掲示。
ポータルサイトにて賛同者の紹介

を目にする機会が増えている。

認知
している

・各主体が一体となり、ゼロ

に向け環境行動を実践して
いる。

各所での展示・ＰＲ
⇒ポータルサイトへの誘導、登録
●エコライフ・フェスタでの周知【継続】
●参加したくなるコンテンツ
たのしい、かっこいい、得する

●賛同者増の働きかけ【拡大】
●周辺エリアへ進出【拡大】

PR事業 年次戦略（案）

・賛同者が増えている
・自発的な取組みが増えている

〇プロモーションの強化
発信力のある取組み検討
⇒ポータルサイトの参加型ツールへの
誘導

継続実施

R6.3.17
ゼロカーボンシティ

日に
ポータルサイト開設

HOP! STEP!! JUMP!!!

ゼロカーボンって何？ わたしも参加したい！ わたしからできるゼロカーボン！

への参画
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これまでの削減量
市 域（2020年度時点）
19万8千トンCO ▲8.8％
市役所（2021年度時点）
26,527トンCO ▲30.7％

長崎市地球温暖化対策実行計画長崎市地球温暖化対策実行計画

実質ゼロ！

シフ
ト
チェン
ジ

ゼロカーボンへの道筋

エコ活動を
楽しい！
かっこいい！
得する！へ

【参考】
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１ 現状と課題

野心的数値目標を達成するための施策の着実な推進
CO2排出量の約２
進させるため、温室効果ガスの削減効果が高く、野心的数値目
標の達成に貢献するものを中心に積極的に施策を展開する。
【令和5年度の重点化事項】 CO2
・EV、充電インフラ ・太陽光・蓄電池の導入促進
・ZEH、ZEB（省エネ）の推進
【太陽光発電設備等導入補助金導入CO2削減効果】
275.0ｔ-CO2/年

３ 事業内容

【補助額等】
太陽光発電設備 ２万円/ｋW（上限10万円） １００件

予算額 １０，０００千円

蓄電池 ３万円/ｋWｈ（上限15万円）１００件
予算額 １５，０００千円

予算額計 ２５，０００千円
【補助対象者】

２ 事業概要

〇2020（令和2）年10月26日 首相所信表明
国内の温室効果ガス排出量を2050（令和32）年度までに実質ゼロとする「カーボンニュートラル」を宣言

〇2021（令和3）年3月17日 「 」を宣言

目標達成に CO2排出量削減を図る。

予 算説 明 書
事 業 名 補正額

ページ 款 項 目 番号

34 ～ 35 ４
衛生費

１
保健衛生費

９
環境対策費 2 - 1 【単独】ゼロカーボンシティ推進

事業費補助金 太陽光発電設備等

千円
２５，０００
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Web口座振替受付サービスで解決

※ 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（単独）

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金※ 県支出金 地方債 その他 一般財源

千円
２５，０００

千円
２５，０００

千円
－

千円
－

千円
－

千円
－

４ スケジュール

7～9月 10～12月 1～3月

補助金要綱制定

申請受付

審査、交付決定、交
付金支給

５ 財源内訳

- 8 -



６ 参考
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１ 現状と課題

野心的数値目標を達成するための施策の着実な推進
CO2排出量の約2割を占める運輸部門における削減を促進させ
るため、温室効果ガスの削減効果が高く、野心的数値目標の達成
に貢献するものを中心に積極的に施策を展開する。
【令和5年度の重点化事項】 CO2削減効果が高い施策の展開
・EV、充電インフラ ・太陽光・蓄電池の導入促進
・ZEH、ZEB（省エネ）の推進
【電気自動車導入補助金導入におけるCO2削減効果】
130.7ｔ-CO2/年

【補助額等】
電気自動車
軽 １０万円/台 １４０件 予算額 １４，０００千円
普通 ２０万円/台 ３０件 予算額 ６，０００千円

予算額計 ２０，０００千円
【補助対象者】

３ 事業内容

〇2020（令和2）年10月26日 首相所信表明
国内の温室効果ガス排出量を2050（令和32）年度までに実質ゼロとする「カーボンニュートラル」を宣言

〇2021（令和3）年3月17日 「 」を宣言

野心的数値目標の設定

目標達成に向けて、 CO2排出量削減を図る。

予 算説 明 書
事 業 名 補正額

ページ 款 項 目 番号

34 ～ 35 ４
衛生費

１
保健衛生費

９
環境対策費 2 - 2 【単独】ゼロカーボンシティ推進

事業費補助金 電気自動車

千円
２０，０００

２ 事業概要
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Web口座振替受付サービスで解決

※ 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（単独）

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金※ 県支出金 地方債 その他 一般財源

千円
２０，０００

千円
２０，０００

千円
－

千円
－

千円
－

千円
－

４ スケジュール

５ 財源内訳

7～9月 10～12月 1～3月

補助金要綱制定

申請受付

審査、交付決定、交
付金支給
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６ 参考
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東工場は、昭和63年の稼動開始から35年が経過し施設の老朽化が進行しているが、令和８年度の新工場稼
働開始までは性能を維持しながら安全に稼働させるため、最小限の整備を行う必要がある。

本事業は、新東工場建設までの期間を見据え、施設の性能維持及び安定稼働を目的とした「定期整備工事」

を実施するものである。

なお、「定期整備工事」は令和６年度まで行う予定としている。

予 算説明書
事 業 名 補正額

ページ 款 項 目 番号

34 ～ 35 ４
衛生費

２
清掃費

２
ごみ処理費 1-1 【単独】ごみ処理施設等整備

事業費 東工場

千円
１０，２００

１ 事業概要

（１）クレーン整備

ア ごみクレーンバケット整備

ごみを焼却炉内へ投入するごみクレーンの整備

（油圧ポンプ・電磁弁・油圧シリンダー・油圧ホース・作動油等の交換、錆止塗装）

イ 灰クレーンバケット整備

灰をトラックに積載する灰クレーンの整備

（油面計・作動油等の交換、錆止塗装）

２ 事業内容
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（１）クレーン整備

ア ごみクレーンバケット整備 イ 灰クレーンバケット整備

煙
突

（１）クレーン整備 アごみクレーンバケット整備

（１）クレーン整備 イ灰クレーンバケット整備
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※ 一般廃棄物処理事業債 充当率７５％（交付税措置率３０％）

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債※ その他 一般財源

千円
１０，２００

千円
－

千円
－

千円
７，６００

千円
－

千円
２,６００

３ 財源内訳

（１）設置場所

・型式 連続燃焼式三菱マルチン（ストーカ方式）

・処理能力 300トン/24時間（150トン/24時間×２）
・設備概要 ①受入・供給設備 ②燃焼設備

③燃焼ガス冷却設備 ④排ガス処理設備

⑤灰出し設備 ⑥発電設備 ⑦電気設備 等

（２）主要な設備（１）設置場所 戸石町34番２

（参考資料 １ 施設概要）
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１ 定期整備工事

（１）ごみ焼却設備及び付帯設備整備 （１・２号炉）

ごみ焼却熱により蒸気を発生させるボイラー水管等の整備

（２）蒸気タービン整備

ボイラーで発生した蒸気により発電を行う蒸気タービンの整備

（３）耐火物整備

焼却炉を高温の焼却熱から保護する耐火物の整備

（４）剪断破砕機整備

粗大ごみを破砕する設備の整備

２ 財源内訳

※ 一般廃棄物処理事業債 充当率７５％（交付税措置率３０％）

（参考資料 ２ 当初予算計上分事業）

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債※ その他 一般財源

千円

１５３，６００

千円

－

千円

－

千円

１１５，２００

千円

－

千円

３８，４００
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３ 事業概要の説明図

（１）ごみ焼却設備及び付帯設備整備 (１・２号）

炉ボイラー開放点検整備及びボイラー水管表面の付着物の除去、計測等

煙
突

（１）ごみ焼却設備及び付帯設備整備(１・２号炉)
（３）耐火物整備

（２）蒸気タービン整備

（４）剪断破砕機整備

施工前 施工後
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（２）蒸気タービン整備 （蒸気タービンの分解整備、点検及び計測等）

（３）耐火物整備 （脱落・摩耗した耐火物の整備）

（４）剪断破砕機整備 （油圧シリンダー及び剪断刃等の整備）

施工前 施工後
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三京クリーンランド埋立処分場において、処分場からの浸出水に含まれる汚濁物質を除去し、良好な水質にして
放流するための排水処理施設の機能維持に必要な定期整備工事を行うもの。

【処理量の実績】

令和４年度 １９２，３９９ m3/年 処理・放流

１ 事業概要

予算説明書
事 業 名 補正額

ページ 款 項 目 番号

34 ～ 35 ４
衛生費

２
清掃費

２
ごみ処理費 1 - 2

【単独】ごみ処理施設等整備
事業費 三京クリーンランド
埋立処分場

千円
３７，１００

工事名 工事費 内容

砂ろ過塔・活性炭

吸着塔整備工事
１２,４００千円

砂ろ過塔と活性炭吸着塔内部のろ材及び活性

炭の交換

回転円板装置

整備工事
２４,７００千円

円板体や槽内に付着・堆積した汚泥の除去、

軸受や駆動チェーン等の整備

２ 事業内容
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【排水処理フロー図及び写真】

砂ろ過塔

活性炭吸着塔

脱窒回転円板酸化回転円板
酸化回転円板
カバー取外状況

脱窒回転円板
カバー取外状況
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事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債※ その他 一般財源

千円
３７，１００

千円
－

千円
－

千円
２７，８００

千円
－

千円
９，３００

３ 財源内訳

※ 一般廃棄物処理事業債 充当率75％（交付税措置率30％）
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①搬入管理施設
②埋立処分地
③排水処理施設

区分 埋 立 期 間 総面積 埋立面積 埋立容量

第１工区 昭和６１年度 ～ 平成 ５ 年度（８年間） 398,000m2 64,000m2 646.990m3

第２工区 ＊平成 ５ 年度 ～ 令和５９年度（８５年間） 325,000m2 151,000m2 2,740,000m3

第３工区 ＊令和６０年度 ～ 令和７９年度（２０年間） 447,000m2 74,000m2 389,000m3

計 1,170,000m2 289,000m2 3,775,990m3

【位置図】 三京町４３番地４

【全体計画】

【 】

④調整池施設
⑤三京リサイクルプラザ
⑥資源ごみストックヤード
⑦金属置場

新長崎
漁港

①

②

③

④

⑤ ⑥
⑦

＊第２工区、第３工区の埋立期間は予定

（参考資料 三京クリーンランドの概要）
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半導体不足の影響により、塵芥車の納品が年度内に
完了しない見込みであるため。

購入を予定していた塵芥車（４.４ 機械式ごみ収集車）２台について、令和５年５月２４日に入札を予定してい
たが、５月１５日入札参加締切時点で入札参加業者がなく不調となった。複数の業者に聞き取り調査をした結果、
半導体不足で生産状況が見通せず、令和６年３月２７日の納期について入札条件を満たせないおそれがあるこ
とが背景にあることから、納期条件を令和６年度まで延長することとし、当該車両購入にかかる事業費を令和６
年度に繰り越すもの。

１ 繰越事由

２ 経緯

金額 財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債※ その他 一般財源

予算現額
千円

23,000

千円
-

千円
-

千円
17,200

千円
-

千円
5,800

支出予定額 3,500 - - 2,600 - 900

繰越明許額 19,500 - - 14,600 - 4,900

３ 事業費の内訳

※一般廃棄物処理事業債 充当率75

予算説明書【繰越明許費】
事 業 名 繰越明許額

ページ 款 項 目

52 ～ 53 ４
衛生費

2
清掃費

2
ごみ処理費

【単独】ごみ処理施設等整備事業費
清掃運搬車両等

千円
１９，５００
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債務負担行為
期 間 限度額

（設定額）ページ 事 項

54 ～ 55 三京クリーンランド埋立処分場コンパクタ購入 令和５年度から
令和８年度まで

千円
１０３，１００

【搬入～埋立フロー図】

三京クリーンランド埋立処分場では、
複数の大型重機を使用して、ごみの
移動、敷ならし、破砕、転圧及びごみ
の飛散防止等のための覆土を行って
いる。

ごみの移動、敷ならし、破砕、転圧
には、コンパクタを使用しているが、こ
のコンパクタは平成23年に購入後、
令和５年に12年（耐用年数８年）が経
過し、老朽化が進んでいることから、
円滑な埋立業務を図るため、コンパク
タを新規購入するもの。

１ 事業概要 搬入管理事務所 ①搬入管理施設

トラックスケールで
計量

埋立処分地へ

②埋立処分地コンパクタによる
ごみの粉砕・転圧

トラクターショベル
によるごみの集積

トラクターショベルに
よる覆土の敷きならし

（※セル方式、20㎝の即日覆土）

１ｍ

20㎝
の覆土

最終覆土
高さ2.0ｍ

ごみ
貯留
えん堤

雨
雨
水
集
水
桝

ガス抜管

土えん堤

雨水専用管

排水処理場へ

浸出液集水菅

調整池へ
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※ 一般廃棄物処理事業債 充当率75％ （交付税措置率－％）

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債※ その他 一般財源

千円

１０３，１００

千円

－

千円

－

千円

７７，３００

千円

－

千円

２５，８００

４ 財源内訳

コンパクタの購入については、海外工場での受注生産
によるため、海外市場での部品の調達に期間を要し、発
注から納品まで２～３年かかる見込みである。

令和５年度に契約し、令和８年度に納品予定であるた
め、令和８年度に要する購入に係る経費について、債務
負担行為の設定を行うもの。

２ 債務負担行為の設定理由 ３ 債務負担行為限度額の年度別内訳

年度 限度額（千円）

令和５年度～７年度 ―

令和８年度 １０３，１００
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Web口座振替受付サービスで解決

（参考資料 現在使用中のコンパクタ）

腐食により車体に

穴が開いている

油圧配管等の腐

食進行によるピン

ホール（小さな穴）

の発生

腐食及び長期間使用

により刃が摩耗
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現在建設中の新東工場の売電電力量を増加させるため、既設の九州電力送配電㈱の送受電設備を改修するこ
ととしており、これにかかる改修の工事費は、原因者である長崎市が負担することとなっている。

このため、九州電力送配電㈱が行う工事について、令和４年度に行った接続契約申込みにより、九州電力送配
電㈱との接続契約の締結に必要な費用を負担するもの。 

１ 事業概要

事業計画  工事概要

２ 事業内容

令和５年度 現場調査・設計

令和５年度～７年度 工事

＊実施主体：

九州電力送配電㈱

予算説明書
事 業 名 補正額

ページ 款 項 目 番号

34 ～ 35 ４
衛生費

２
清掃費

４
新東工場
建設事業費

1 - 1 【単独】新東工場建設事業費
ごみ焼却施設建設

千円
１２１，３１５
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４ 事業の効果

工事費負担金 １２１，３１５千円 

※ 市が負担する工事費予定額１２７，７００千円から、令和４年度（契約申込時）に支払っている

保証金 ６，３８５千円を差し引いた額。 

※ 市が負担する工事費は、工事中の経費の変動により増減した場合、工事の完了後、確定した額

と工事費予定額との差額を精算する。

３ 事 業 費

売電収入の増加見込み額（② - ①) ９４，０００千円/年

①既設の送電線を利用する場合の売電収入見込み額
(送電容量2,700kW)

２２９，０００千円/年

②送電線を改修する場合の売電収入見込み額
(送電容量3,800kW)

３２３，０００千円/年
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Web口座振替受付サービスで解決

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

千円

１２１，３１５

千円

－

千円

－

千円

－

千円

－

千円

１２１，３１５

６ 財源内訳

年度 R8
月 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 9 10 11 12 1 2 3 4

九州電力
送配電㈱
(期間は予定)

R4 R5 R7

新
東
工
場
供
用
開
始

接続検討

②接続検討回答（3/3）

④接続契約締結

受電

工事現場調査、設計

工事費負担金
支払い

約５か月 約２４か月

③接続契約申込み（3/10）

⑤工事完了
工事費全体額
（確定）精算

保証金の支払い（3/30）
(令和4年11月議会補正予算)

①接続検討申込み（10/5）

新工場
試運転

５ スケジュール
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施設の種類
ごみ焼却施設（エネルギー
回収型廃棄物処理施設）

建設場所
長崎市戸石町88番地10
を含む都市計画決定区域内

処理能力 ２１０t/日（１０５t/日×２炉）

処理方式 全連続燃焼式ストーカ炉

事業方式 DＢＯ方式 (公設民営)

全体事業費 ３０３億４,９００万円

契約概要
(建設工事)

・ 契約相手方
三菱・フジタ・ＭＨＩＴＣ特定建設
工事共同企業体

・ 契約額 ２０５億５,９００万円

・ 建設期間
令和４年９月９日（契約議案議決日）
～令和８年３月３１日

（運営業務）

・ 契約相手方
長崎東エコクリエイション㈱
（SPC：特別目的会社）

・ 契約額 ９７億９,０００万円

・ 運営期間
令和８年４月１日
～令和２８年３月３１日（２０年間）

（南西からの鳥瞰）

【新東工場イメージパース】

【建設地位置図】

（参考資料 新東工場整備運営事業概要）

Ｎ
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債務負担行為
期 間 限度額

（設定額）ページ 事 項

54 ～ 55 新東工場送受電設備改修工事費負担 令和６年度から
令和７年度まで

千円
精算額から既払額
を控除した額

現在建設中の新東工場の売電電力を増加させるために

必要な既設の九州電力送配電㈱の送受電設備改修に係

る工事費予定額（１２７，７００千円）について、工事完了後

の精算で増額があった場合、その差額の支払いを要する

ことから、工事完了の令和７年度の支出における債務負担

行為の設定を行うもの。

１ 目 的 ２ 債務負担行為限度額の年度別内訳

年度 限度額（千円）

令和６年度 ―

令和７年度
精算額から既払額
を控除した額

事 業 費

財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

千円

精算額から既払額
を控除した額

千円

－

千円

－

千円

－

千円

－

千円

全 額

３ 財源内訳
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